
令和５年度  第９回教育委員会  議事録  

 

１  日時  

  令和５年８月２９日（火）９時００分から１２時０５分まで  

２  場所  

  津市教育委員会庁舎  ４階  教育委員会室  

３  出席者  

  津市教育長                 森  昌彦  

  津市教育委員会委員             西口  晶子  

  津市教育委員会委員             富田  昌平  

  津市教育委員会委員             田村  学  

  津市教育委員会委員             山口  友美  

 

  事務局  

   学校教育・人権教育担当理事        伊藤  雅子  

   教育研究・情報教育担当副参事       山下  尊仁  

   教育研究支援課担当主幹          伊藤  信介  

   教育研究支援課担当副主幹         本多  史明  

 

 

森教育長  

 令和５年第９回教育委員会を開催します。  

それでは、本日も前回に続きまして、議案第３３号の御審議をお願

いします。種目別に別紙１のスケジュールに沿って御協議をお願いし

たいと思います。教科書の見本本は事務局が運びますので、手に取っ

て御覧ください。  

 では、まず、国語から御協議をお願いします。事務局が選定案と見

本本をお配りしますので、しばらくお待ちください。  

それでは。調査員代表より、国語の採択候補の御報告をお願いいた

します。  

 

【国語】  

 



調査員代表  

みなさん、改めましておはようございます。どうぞよろしくお願い

いたします。  

早速ですけれども、様式２、お手元にございますでしょうか。選定

案といういうことでワンペーパーありますでしょうか。これに基づい

て御説明をまずさせていただきたいと思います。国語の調査の考えと

しましては、国語では光村を採択してはどうかというふうな案を作ら

せていただいております。お手元の様式２のところの理由の方を御覧

いただきたいんですけれども、まずこの三者、これは光村、それから

教育出版、それから東京書籍、国語は三つの教科書会社になっており

ますけれども、この見本本を調査検討いたしまして、光村の国語が最

も適切な教科書であると私どもとしましては判断をいたしました。  

主な理由は下記の通りなんですけれども、大きな１の部分ですけれ

ども、学習指導要領に定める教科の目標を達成するための工夫という

のが随所にございます。大きな白丸なんですけれども、読ませていた

だきます。「単元ごとに学習の進め方が示され、学び方が重視されて

おり、見通しをもって具体的に学べるよう工夫されております。ペー

ジ上段には問題を見出し、主体的な学習を実現するための問いが提示

されており、ページ下段には問題解決に向けたヒントが数多く示され

て、児童が自ら考えを深められるように工夫されています。さらに、

広げようつなげようでは考えたことを話し合う活動が設定され。対話

的で深い学びにつながる構成となっております。」これを、例を示さ

せていただきますと、光村の３年生の下１３４ページを御覧いただき

たいと思います。光村の３年生の下の１３４ページでございます。こ

ちらは、学習の進め方が見開きで書いてあるページなんですけれど

も、ちょっと戻っていただきますとこの教材は「もちもちの木」とい

う教材になっております。これを読んでどういうふうに学習を進める

かというのが１３４、１３５ページにわたって書いてあります。見通

しを持とうということで問いを持つというふうなことで、子どもたち

に、「今こういう問いを持ちましょう」で目標があります。そして、

「捉えよう」「深めよう」「まとめよう」「広げよう」というふうに学

習をしていきます。例えば、「問いを持とう」では「あなたは豆太を

どのような人物だと思いましたか」という問いを持たせる。そして



「捉えよう」のところで、確かめましょうと呼びかけて、「深めよ

う」のところで１つめの丸「豆太はどんな人物ですか。行動や会話、

語り手が語る言葉などをもとに想像しましょう。」と、またここでも

小さな課題があります。こういった課題を一つ一つ子どもたちは解決

しながら考えを深めていく読み取っていくということですけれども、

今の問いは下に丸１というふうなのがあって、豆太がどんな人物なの

かというのを捉える時の丸１が下に繋がってまして、ここがヒントに

なっております。「言葉に着目しよう」「人物を表す言葉を誰が語って

いるのかに気をつけてみましょう」というポイントを押さえながら読

んでいくと課題解決につながりますというヒントとなっております。

「深めよう」のところは、もう一つ丸２というのがありまして、その

下にヒントがございます。これが繋がっているような形になってま

す。それで「まとめよう」があります。そして「広げよう」がありま

す。「広げよう」のところは、昔の国語の授業というのは割と登場人

物の心情をそれぞれ子どもたちが読み取るところで終わるということ

が多かったんですけども、ともすればそういう形になっていました。

ところが今はやっぱり子どもたち一人一人が持った考えを友だちに広

めていく、そして友達の考えも聞く、そしてそれで総合的に交流をし

ながら深めていくということが大切になりますので、広げようという

のが必ずついております。これは読ませていただきますとまとめた考

えを伝えましょう、友達の考えと自分の考えを比べ似ているところや

違うところ、新しく気づいたことを見つけましょうという活動をして

深めていって、その下に伝え合いの例ということでここにもヒントが

あります。そうやって主体的対話的で深い学びを進めていく中で最後

は「振り返ろう」ポイントで知る、読む、つなぐと３つのポイントを

明示して振り返りを行う。めくっていただきまして１３６ページです

けれども、登場人物の考えを伝え合うと「大切」というところがあり

ますけども、ここはこの単元の学習で学ぶべきことを明確に示してい

ただいている。そして最後は、生かそうというところで学んだことを

そのまま国語の授業だけではなく他の学習、今後の学習、あるいは生

活へと一般化していく。そのためのヒント、手立てが明示されてい

る、こういうふうな作りで学習の進め方が単元ごとに詳しく掲載され

ているというところがあって、子どもたちも主体的に学びやすいと思



いますし、教員にとってもこれを羅針盤としながら学習を進めていき

やすい構成になってるなというのが光村の構成となっています。  

そこで例えば、他も比べてみたいと思うんですけれども、東京書籍

の方も少し比べるために御覧いただきたいと思うんですが、東京書籍

の同じ３年生の下をお出しいただけますでしょうか。東京書籍３年生

の下５４ページです。こちらも学習の進め方があります。少し戻って

いただきますと同じもちもちの木の教材になってます。見比べていた

だきますと同じように学習の進め方はありますが、少し差異はありま

して、大きく変わるということはありませんけれども、光村の方が子

どもたちにとってわかりやすい構成になって、より丁寧になっている

と考えています。あと同じように教育出版の方も比べたいと思うんで

すけれども、教育出版も同じように３年生の下、あちこちしまして大

変申し訳ありません。教育出版３年生下５２ページです。こちらのも

ちもちの木の教材、たまたまこの３年生はもちもちの木の教材が３者

とも同じように出ていましたので、ここで比較すると一番わかりやす

いかなと思っての例示なんですけれども、教育出版も学習の進め方っ

ていうのはこのように明示されています。ただ、少し大まかな感じが

あると思うんですけれども、そういった部分で少し差異があるという

風に思われます。こういうところから学習の進め方で考えますと光村

が最も良いのではないかという判断をいたしました。では、選定案の

ペーパーの方に戻っていただきまして、中ほどちょっと上の大きな白

丸の２つめでございます。説明文単元の部分なんですけども、まず見

開きの練習教材を使った学習が設定されています。その学びを次の教

材を使った学習に生かすことができるようになっています。また深め

ようまとめようでは筆者の論の展開の工夫を理解するとともに筆者の

考えと自分の考えを比較し、まとめようで自分の考えを伝え、言語能

力、論理的思考力の育成が図られるよう工夫されています。さらに巻

末の図を使って考えようには文章に説得力を持たせるために図表を活

用して情報処理する、そういった方法が紹介されていますということ

で、こちらも例えばということで御覧いただこうと思うんですけれど

も、光村の３年生の今度は上３年生の上５４ページを御覧いただきた

いと思います。こちらは「もんよう」という教材がありまして、練習

と書かれています。見開きではじめ中終わりという文書全体の構成を



捉えていく部分なんですけども、この練習教材見開きのページで練習

をします、読み取りの練習をします。見ていただきますと大切な部

分、問いっていう部分に赤いラインが入っていまして、答えにも赤い

ラインで示されています。子どもたちはこういった問いに着目する、

そしてその問いに対する答えを見つけてそしてそれがよくわかるよう

にどんな構成の工夫があるかというふうなことも考えていく。そこに

は始め、中、終わりという大きなまとまりで文章が書かれていますね

というところにいくわけです。そして、次めくっていただきますと５

６ページには「こまを楽しむ」というこちらが主教材になります。こ

の主教材がメインなんですけれども、この主教材は見ていただきます

と６ページにわたる内容になっております。この６ページに渡る内容

をよりわかりやすくと言いますか、子どもたちにも読み取りやすいよ

うに指導していくために練習教材があるという構成になっています。

６２ページ、ここにも先ほどと同じような学習の進め方っていうのが

示されています。全て同じようなこの流し方が示されていて、これに

基づいて子どもたちは読み取っていけばよいということがあります。

それと、ちょっと飛びますけども、６年生の光村の厚いですけれども

６年生の教科書をお出しいただけますでしょうか。６年生の教科書の

３１１ページ、これは一番後ろのこの折り込みのページになっていま

す。こちらを御覧いただきたいと思います。これは光村のオリジナル

なんですけれども、各教科書にこういう折り込みが入っています。図

を使って考えよう、つなげる、分ける、比べる、広げる、位置づけ

る、このように構造化して文章を書いたり考えを整理したり、あるい

は書いてある文章をこのように構造化して捉えていく、そうするとよ

くわかりますよ、あるいは友だちに説明する時に説得力が出てきます

よというふうなことをやるための手法として例示があるわけです。こ

ういった捉え方、こういったことを子どもたちが知った上で友達と対

話する、あるいは発表する文章を書く、あるいは読み取るときにこれ

を生かすということで、こういったことが非常に有効であると考えま

した。言語能力、論理的思考力を高めていくために、こういったこと

は必要であるということで、光村オリジナルで入っているものでござ

いますので、これは良いなと考えました。選定案のペーパーの方にま

た戻っていただきまして、３つめの白丸でございますけれども、読



む、読み取り、物語文ですけども、物語文や詩には心を揺さぶる内容

のもの、興味関心を引き付ける名作が美しいイラストとともに数多く

掲載されているのが光村だと判断しております。例えば、そこに例示

を書かせてもらってありますけれども、説明文についても好奇心を高

める内容のものが鮮明な画像とともに掲載されています。また季節の

言葉というところで四季折々の言葉を美しいイラストや画像と共に紹

介して、子どもたちの自発的な表現につながるよう工夫されていると

考えました。例えば、先ほど見ていただきました６年生の教科書で８

２ページを開いていただけますでしょうか。光村の６年生の８２ペー

ジです。６年生「夏の盛り」という風なところの教材なんですけど

も、二十四節気、立夏、小満、芒種とこう書かれておりまして、その

下に小さな写真ではありますけれども、美しい今写真が掲載されてい

ます。ここは、夏の手紙を書いて友だちやお世話になった人に夏の便

りを送りましょうというふうな単元なんですけれども、こちらもです

ね、こういった画像を見たりしながら説明を読んだりしながら書いて

みたいなとあの人に手紙を出してみたいなという風な気持ちを高める

ようなことになっていると考えております。特にこの画像なんですけ

れども、３者をこう見比べていただきますとやはり光村は非常に美し

く鮮明な画像が掲載されていますので、非常に良いなというふうに思

いました。あと選定案のペーパーに戻っていただきますと、使用上の

便宜ということですと、教材が豊富に配置されております。教材全体

の分量は児童が様々な活動を通して学習するために十分な分量となっ

ております。それから、文字が太くて見やすい、また必要に応じて文

字の太さや字体を変えており、大事なところに児童の注目が向くよう

にしてあることから、それぞれ３者検討しましたところ、私どもとい

たしましては、国語は光村が最も良いというふうに判断いたしました

ので御報告をさせていただきます。御審議よろしくお願いいたしま

す。  

 

森教育長  

ありがとうございました。ただいまの報告につきまして御質問御意

見はありますか。  

 



田村委員  

提案理由をお話いただいたんですが、前年の調査結果を見せていた

だいている中で、この選んでいただいている光村と比較的拮抗してい

る評価となっているかなと思われる東京書籍、決定的に違うのはＩＣ

Ｔの活用のところが光村の方は全く評価が報告書にはついていない。

逆に東京書籍の方は事細かに書かれていて、それ以外のところは大体

光村の方が優れているようなんですけれども、ここはどういうことで

しょうか。  

 

調査員代表  

はい、こちらの考え方としましては、今、おっしゃっていただいた

通りＩＣＴ、二次元コードとしての資料の数は東京書籍が圧倒的に多

いという風になっています。それが丸の理由にしているわけですけど

も、二次元コードで入っていきますといろんな資料があります。簡単

に申し上げますと、数は多いんですけれども、各者それぞれに二次元

コードはそれなりについていて、ちょっと教育出版は少ないというぐ

らいなんですけども、二次元コードに入っていきますと、その中身は

この教材を読み取るための補足資料であったり、それからちょっと練

習問題ですね、漢字で教科書に問題が出てますけども、時間が余れば

この二次元コード読めば、新たな練習問題ができるという作りになっ

ています。そういう形で東京書籍が最もその資料数が多いということ

になってます。ただ、情報活用能力ということ、ＩＣＴの活用、情報

活用能力ということを考えていきますと、単純にその教材を読み取る

ための補足資料とか練習問題というのは、例えば練習問題は教員がだ

いたいプリントを作って配付してやっている、補足資料は教員が何か

資料を持ってきて見せるということも今やっているところなんですけ

ども、ＩＣＴの活用となっていきます。例えば、インターネットは冒

険だというのが東書にあるとか、各者それぞれに光村でしたら「イン

ターネットのニュースを読もう」ということがあって、その活用とい

うことを考えますと、資料の多さというよりもインターネットに対し

て自分はどういうふうにどういう考え方でインターネットを活用しよ

う、あるいはこういうことを考えたいのでインターネットで検索して

必要な資料を引っ張り出す。そういった活用というのは考えるわけで



すけども、まだ各者のそれぞれの二次元コードの中身は資料の提示が

中心で、まだ発展途上という感じです。資料が多いんですけどもそれ

によって、確かにタブレットから使うというその回数は増えるかもし

れないんですけども、そこからもう少し国語の力として発展していく

というところまでは、各者の二次元コードの中身の内容は補足資料っ

ていうような程度になってますので、まだそこから大きく子どもたち

のＩＣＴの活用とか、そこからもっといった論理的思考力そういった

ところに発展していくにはまだちょっと発展途上というようなことを

思っています。それよりも先程ちょっと申し上げましたＩＣＴを活用

する主教材、デジタル機器と私たちとかインターネットでニュースを

読もうとかあるんですけども、読み取りとそのことに対して自分の考

えを伝え合って、そしてタブレットでやってみようとかそういうこと

がＩＣＴの活用にとって求められます。ですので、そういったＩＣＴ

の活用力を高める教材がどれぐらいあるかというのは、読み物教材、

説明文教材については、それぞれあまり優劣がつけられなかったの

で、まだ発展途上ではありますが数が最も多い東書に一重丸をつけま

した。その上で、トータルでどこの教科書があったらいいかと考えた

時に光村という判断をいたしました。  

 

田村委員  

まだまだ国語の教科においては、ＩＣＴの活用というのがそれほど

こう重要性を占めるような、なんて言うんですかね、ノウハウができ

るまでは至っていないということなんですかね。  

 

調査員代表  

そうですね。二次元コードで入っていった先の資料の中身がもっと

発展性に富んでいるものであればそれはそれで非常に評価をさせても

らおうと思ったんですけれども、やはりまあ数は多いですけどもこれ

も光村もそうなんですけども、例えば消防車がありますと、消防署の

消防車の内容が教科書に出ています。もうちょっと違う角度から消防

車をとるとこんな画像があるぐらいの中身なのであえてそのここの二

次元コードで読み取って、子どもたちの思考力判断力を高める内容に

なるかというとそこまでもいかない。それやったらインターネットで



検索をした方がもっとたくさんのものがありますし、そこはまあ数は

多いので丸はつけましたけど、さほど今回の三者の教科書ともに深い

内容に入っていくようなインターネットの二次元コードの中身には、

なっていないというのが判断になっています。  

 

森教育長  

他、いかがですか。  

 

森教育長  

全然はずれたことを言いますけど、道徳の教科書を決めた時に道徳

の教材でそれいいなと思ったのは範読っていうか、音読をしてるＱＲ

コードが全部ついているんです。国語の教科書は、今はたぶんそんな

の無いと思うんですけど、もし、そういうのがついたらそれはいい意

味で評価になるのかそれはいらんのか。音読ってすごく大事じゃない

ですか。もしかしたら最初は先生が１回範読することもあるかもしれ

ないし、読み方もいろいろあると思うんですけど、もっと言うと子ど

もたちは読んでわかる、いいか悪いかは別として、耳から入る、理解

できる子もいるじゃないですか。そういう発想で、国語の教科書に、

今後例えばそのまあ全部じゃなくても物語文なんかについて、そうい

ったものが例えばＱＲコードですれば、範読みたいにそういう読みが

こう聞けるみたいなのがもし出てきたら、それは、どうなんですか。  

 

 

調査員代表  

そうですね。ちょっと迷うところですけども、ないよりあった方が

いいかなと思います。  

家で音読の練習するとき、子どもは自分の読み方で読みますけど

も、他者のを聞くというのはとても大切です。ただその読み方で入っ

てしまうと、今度は感性と言いすか、読み取りに影響していくという

ところがあります。  

 

森教育長  

それはないんかな。国語の教科書で。  



 

調査員代表  

ないですね。ただ、光村に１点だけあったのが、古典の音読があり

ました  

古典は、非常に読みづらいです。聞いたこともない子どももいま

す。光村だけは、古典の音読が入れてあった。それに丸をつけるかど

うかと思ったんだですけど、それだけで、丸をつける勇気がなかった

んですけども。  

 

森教育長  

道徳と国語は違うんだけど、いろんな子どもたちがいるし、その中

で例えば、こういう二次元コードだけでそういうことも可能になって

きたということで、どんな判断になるかなと、ちょっと興味があった

ので、聞いてみました。  

 

西口委員  

自分の国語の授業を思い出しながら、初発の感想を書かす前には私

はいつも、範読のテープがあって、指導書についていて、最初に聞か

せて、書かせてというのは、よく利用していたんですけども、どうし

ても子どもたちが文字離れの中でこれだけの内容、６年生の教科書に

詰まっている文字を、いかにデジタルとの兼ね合いの中で、生かして

いけるのかということをこの厚さを見ながら、感じているところで

す。それで、教材、資料の分量が、教えたいのは、これだけだけど、

これでやっぱり適当と判断されたんですか。  

  

調査員代表  

そこも、実は議論になってまして、見ていただいたら文字のだいぶ

少ないのが教育出版になってて、東京書籍は間を取ってるような形に

なってはいるんですけども、教材数をちょっと単純に比べてみたんで

すね。全部を比べることは難しいので例えば５年生の教材数、単元数

をカウントしてみますと、光村が２２ありました・東書が１８、教出

が１７ということで、光村が最も多いということなんですね。それは

ひょっとしたら忙しいんじゃないかということなんですけども、現場



の教員の意見を聞いた中では、その 1 つの単元を昔みたいに１０時間

とか１２時間とかかけるんではなくて、バラエティに富んだ単元をそ

んなに多くの時間をかけずに子どもたちに提供していくということが

やっぱり大切なんじゃないかということで、学調においてもいろんな

問題の出され方がされてます。私もそうだったんですけど物語文です

ごく時間を使ってました。それよりも私はここを根拠にこう考えたっ

ていうやり取りで深めていくことがメインになってきている流れがあ

りますので、物語文だけじゃなくて、いろんな説明文あるいは、イン

タビューとかもありましたけど、そういったバラエティに富んだもの

があるのが光村だったので、先生たちにそれを生かしてほしいという

ふうに思って判断しました。  

 

富田委員  

よろしいですか。お話非常によくわかって、それでいいのかなと思

うんですけど。ちょっとずれた話になるんですが、先程委員さんたち

と夏の読書感想文の話を聞いて読書感想文なんかは生成ＡＩとかに作

らせるみたいな事が今後あるんじゃないかという話の中で、この国語

の教科書の中では、そういったものとの付き合い方っていうことにつ

いて、何か記述されているんですか。  

 

調査員代表  

そうですね。生成ＡＩとの付き合い方というのが１者あったと思い

ます。教育出版の５年生の上にございます。教育出版５年生の上１１

６ページ。ミニディベートですけども、ＡＩとの暮らしということで

ＡＩについてこの１つだけだったと思いますけども、ただその生成Ａ

Ｉをちょっと違う内容ではありますけども、各者そのインターネット

との付き合い方っていうことはありまして、ＡＩというようなことま

ではいかないですけども、それぞれにインターネットとの付き合い

方、そこにはフェイクな情報もありますしということを伝えながら自

分で正しい情報をキャッチしていくという力を高めましょうというよ

うな事はそれぞれに入ってはおります。  

 

富田委員  



ありがとうございます。  

 

森教育長  

よろしいですか。それでは採択の協議に入りたいと思います。調査

員代表。ありがとうございました。  

 

調査員代表  

ありがとうございました  

  

森教育長  

それでは、教科書採択について御意見をお願いします。  

 

西口委員  

本当に情報量がすごく多くて、これを全て子どもたちに教えようと

思うと大変だなと思います。ですので、教える側は、教師はこれを全

て理解したうえで子どもたちにどこが必要で、ここはしなくていいと

いうことを知ったうえで、していくために一番適している教科書だと

思うので、光村にお願いしたいなと思います。  

 

森教育長  

はい、よろしいですか。  

 

富田委員  

生成ＡＩの話をしましたけども、やっぱり今後は子どもたちがこう

いった道具に自分なりの見方考え方っていうものを増やすということ

もやって、喜びというか、楽しさということを国語の教科としてどう

やっていくかっていうのは結構大事になってきて、その意味では、例

に出していただいたような箇所を比較してみると、やはり光村さんの

教科書はそういったものを上手く子どもたちに喚起させるような、そ

ういう仕掛けになっているかなと思いましたので、光村がいいと思い

ます。  

 

山口委員  



学習の見通しを持とうというところが、やっぱりわかりやすいとい

うことは、授業だけじゃなく、先生方もわかりやすいんだろうなと思

って、授業をする中で、自分たちも使いやすいということは、とても

大事なことだと思いますし、ＡＩの時代になって、人が動く力はすご

く大事になってきていると思って、何が違うのかというと、力を持つ

ことだと思うんですね。自分で生成していけるという、自分の中でと

いうのがものすごく大事になると思いますので、基礎の部分を小学生

中学生が培っていくということがすごく重要なことだと思うんです

ね。なので先生方の授業の力が大事になってくると思います。そのな

かで、光村はそういった意味でもすごくいいかなと感じました。  

 

事務局（伊藤理事）  

すみません。よろしいですか。先ほど、範読の話が出たんですけど

も、実は津市は、今、国語とそれから英語で指導者用のデジタル教科

書を導入しておりまして、デジタル教科書には範読が入っておりま

す。しかも声優さんとか、ものすごくお上手な方が範読しててカラオ

ケのように色が変わっていくんですけれども、そういうのをやってる

んですが、国語よりも英語は非常に範読が活用されています。国語よ

りも理科とか社会の方がまだ範読が入っていてもデジタルというふう

なことを考えると国語の範読よりもそちらの方がもっとこう活用がさ

れるかなということで、今先生方の方から意見聞かせていただいてお

りますので、あれば活用はあるのかなということなのかなと思いま

す。  

 

森教育長  

はい。  

 

田村委員  

他の教科で結構そのＩＣＴの関係が最終的に決定の重要な項目にな

っていたような気がするんですけど、先ほどの説明で国語科ではその

ような状況にないってことがわかりましたので提案通りで私は良いと

思います。  

 



森教育長  

はい、それでは光村の「国語」を令和６年度使用小学校用教科書と

して採択するということで、決定でよろしいですか。  

 

委員  

 はい。  

 

森教育長  

はい、それでは、津市教育委員会として、光村の「国語」を令和６

年度使用小学校用の教科書として採択することに、決定をいたしま

す。  

 では、続きまして、書写について協議をお願いします。事務局が選

定案と見本本をお配りしますので、しばらくお待ちください。  

 

【書写】  

 

森教育長  

おはようございます。それでは、書写の採択案の報告をお願いしま

す。  

 

調査員代表  

はい、失礼いたします。様式２、書写の調査報告書選定案につい

て、御報告いたします。  

３者の教科用図書見本本全てを学習指導要領の趣旨に沿って精査し

た結果、東京書籍の「新編新しい書写」が令和６年度使用する教科書

としてふさわしいと評価いたしました。  

３者ともに、児童の主体的な学びを支える工夫が見られました。東

京書籍の「新しい書写」と光村図書の「書写」は、それぞれの良さが

拮抗していました。端的に申し上げると、東京書籍は、シンプル・明

瞭、光村出版は、情報多彩・面白い教科書です。書写は国語科の中

で、週 1 回程度限られた時数の中で指導します。ですから、シンプル

で、大事なことがコンパクトに押さえられている教科書を選定したい

という意見がありました。また、今は若くて経験の浅い教員が増えて



おり、経験豊富なベテランであれば、情報量が多くおもしろい教科書

の中身を、扱いに軽重をつけたり他教科と関連付けたりしながら指導

できるが、経験の浅い先生は、使いこなすのが難しいかもしれないと

いう意見があったことを、まず、最初に申し述べておきます。  

では、東京書籍を評価したその主な理由として、大きく４つの点に

ついて説明させていただきます。  

まず、学習指導要領に定める書写の目標を達成するための大事なポ

イントを、『書写のかぎ』として学びの中心に据えていることです。

１つめの丸に、２年生４ページと書きましたが、３年生の教科書で説

明させていただきますので、東京書籍３年生２２ページを御覧くださ

い。このように、教科書右下の位置に『書写のかぎ』を常に示すこと

で、課題を見つけてふり返り、主体的に学べるよう工夫されていま

す。７つめの丸に書きましたが、終盤の「学びを生かそう」では、

『書写のかぎ』を生かして、学習を日常の課題とつなげる工夫があ

り、３年生を例にとりますと４４ページからになるんですが、巻末、

３年生４４ページの方からには１年生からの『書写のかぎ』が一覧で

まとめられ、学習事項をふり返ることができるようになっており、優

れています。  

２つめは、何を学ぶか、どのように学ぶかがわかりやすいことで

す。表紙裏のインデックスで学習事項が色分けで示され、星印が付い

ているので、何を学んでいるかが一目でわかります。また、２年生以

上では巻頭に「見つけよう」「たしかめよう」「生かそう」「ふり返ろ

う」そして「生活に広げよう」といった見出しで、主体的な書写の学

び方を示しています。どの単元も、虫眼鏡マーク「見つけよう」で、

各単元の課題を見つけ、筆マーク「確かめよう」鉛筆マーク「生かそ

う」で定着を図る学習の流れとなっています。さらに、３年生１２ペ

ージなどのように、話し合いや思考を促すマークの設問を提示し『書

写のかぎ』につなげています。このように、対話的な学習で言語活動

を促す設問を、マークで示す工夫もあります。  

３つめは、学んだ書写の力を生かすこと、つまり何のために学ぶか

がわかりやすいことです。７つめの丸にありますように、教科書終盤

の「学びを生かそう」では、『書写のかぎ』や１年間の学びを生かし

て、手紙やはがき、カードや寄せ書きなどを書く活動が設定されてお

り、すごろくや消しゴムハンコなど楽しい活動も取り入れながら、日



常の課題や生活と書写の力をつなげる工夫があります。また、各学年

「文字といっしょに」で、書初めをはじめとする様々な文字文化や書

道具を紹介したり、文字の力や文字に込めた人の思いを感じさせたり

し、児童生徒の興味・関心を高め、日常生活や地域に目を向け、学習

を広げる工夫もあります。さらに、「生活に広げよう」では、他教科

との関連をリンクマークで示し、総合的な学習の時間や委員会活動の

ポスターやリーフレット、新聞作成等、書写の学びを他教科や学校生

活に広げる工夫があります。  

最後に、使用上の便宜、教員の指導のしやすさ、児童の使いやすさ

についてです。東書は、１ページ当たりの分量が適当で、毛筆手本の

文字も基本事項に沿って精選され、まんべんなく配当されています。

例えば、３年生が毛筆で初めて学ぶ点画は「横画」です。先ほどの３

年生１２ページにありますように、東書は「一」とシンプルです。他

者の手本は「二」です。「はらい」の手本も東書は「人」ですが、他

者は「大」（大きいという字）や、「木」が手本となっています。毛筆

の初期は、準備や片付け、姿勢なども含めて丁寧な指導が必要です。

手本がシンプルであることは、指導する側も使いやすく、学ぶ子ども

たちも活動が焦点化されてよいと考えます。また、東書のＢ５変形サ

イズの紙面は、コンパクトながら、手本が半紙と同じ縦横の比率で見

やすく、１２８％拡大で原寸大となるところは優れています。さら

に、点画を分解し、指導事項の中心となる画に色づけして、理解しや

すく表記してあります。また、ユニバーサルデザインの字体を使用

し、配色やデザインに色覚多様性への配慮があること、書写体操で体

をほぐし、書き方の特徴を動物の動きや「とん」「すう」「ぴたっ」な

どの擬態語を使って表現し、多感覚へ働きかけていることもよい点で

す。低学年では左手での鉛筆の持ち方の写真を右手と同様に原寸大提

示するなど、左利き児童への配慮も、しっかりとされていました。以

上のような理由をもちまして、東京書籍の教科書を書写の選定案とし

て、報告いたします。  

 

森教育長  

ありがとうございました。ただ今の報告につきまして御質問、御意

見はございますか。  

 



西口委員  

はい。左利きの児童への配慮につきまして、先ほどおっしゃってい

ただきましたけれども、ちょっと具体的に、どこら辺を。  

 

調査員代表  

例えば１年生の教科書の４ページ、５ページを御覧ください。他者

でも左利きの写真はあるんですが、東京書籍はこのように右利きと左

利きを同じ大きさの写真で示されており子どもたちが実際に手を上に

重ねてこう、やっていただいて確かめられるというような様子もあり

ます。  

 

西口委員  

毛筆の方は。  

 

調査員代表  

毛筆については、そんなに大きな差はなかったんですけれども、３

年生の５ページには左手で書く場合というふうに用具を左右入れ替え

ると書きやすいとの表示がありまして、タブレットでの方でもこのよ

うな置き方が見られるように工夫がしてございます  

 

西口委員  

ありがとうございます。  

 

富田委員  

よろしいですか。ちょっと教科書と関係ない話になってしまうんで

すけども、昔は習字教室とかに習いに行っている子どもたちが非常に

多かったと思うんですけど、現在学校外でこういう書写の指導とか経

験してる子どもたちは割合的にどのくらいかわかりますか。  

 

調査員代表  

そうですね。わたくしの勤めている小学校は大変高いです。という

のも地域の集会所で習字教室というものを無料でしていただいてい

て、地区学習の中でしているので、本校児童２５名のうち１年生から

参加しているので２０人くらい登録していたと思います。前任の学校



では、やはり私たちが子どもの頃よりは習字教室に通っている児童は

少なかった印象を持っていますので、地域差はあるのかなと思いま

す。  

 

富田委員  

よろしいか、もう１点。そういった経験によって児童への取り組み

の姿というのは大分違ってきますか。  

 

調査員代表  

そうですね。やはり、書道具の準備とかが初めてですと、時間がか

かっているというのはあります。やっぱり経験が少なくなっている

分、前任校では、子どもたちにシンプルに基本事項を忠実に教えてい

くということに重点を置いていました。  

 

森教育長  

はい、山口委員。  

 

山口委員  

１年生の段階からタブレットで文字を入力するような時代になっ

て、実際に最初に文字を書くことがなくなってきたので、ますます重

要性が増しているという気がしていまして、書き順とか含めて、国語

もそうなんですけど、無くなってくるんだろうなと思って、とても大

事な教科の気がしていますので、現場の先生方が御苦労されていらっ

しゃるのかなとか感じているんですが、なんかそういった、タブレッ

トを使うことによっての変化なんかは感じていらっしゃいませんか。  

 

調査員代表  

タブレットの良さも感じておりまして、やはりあの鉛筆で書いて消

して、なかなかそれに時間がかかって、こう紙がぐしゃぐしゃになる

とか、そういったことがないタブレットの良さもございますが、学校

現場ではやはりノートに書かせていて、やはり文字で思いを伝えてい

ます。来ていただいたゲストティーチャーの方にお礼を書くときには

やはり手書きでちょっとイラスト添えたり色塗ったりしながらという

ことをしています。そのような時にもやっぱり気持ちを伝える文字の



形や、心を込めて丁寧に文字を書くことの指導は書写や他の教科も教

員は心込めて指導しているように思います。うまく使い分けていると

は思います。  

 

森教育長  

よろしいか。  

 

田村委員  

あの非常に拮抗している光村の方と、少し僅差で負けてるのかなっ

ていう部分がＩＣＴの部分とそれともう 1 つはその他のということ

で、特に光村の方を見てください。外国につながる児童への配慮とい

うことで言われるんですが、この辺は書写ってちょっと先入観の塊で

したので、そういや学校には筆みたいなものを初めて見る子という

か、そういう文化じゃない児童もいらっしゃるんですよね。そこの対

応っていうのはこの教科書にありますか。  

 

調査員代表  

そうですね。あの、先ほど富田委員もおっしゃいましたけど、子ど

もたちによって筆とかこういう習字に触れる機会は様々で、外国にル

ーツを持つお子さんが特に困ってみえるということは感じてはおりま

せん。ただ、本当に、光村の教科書には多様性に配慮した、いろんな

写真など、そういうこともたくさんございました。それから東京書籍

も５、６年生だったかな、海外へつながるようなこともあったかなと

思います。いまさっと答えられなくて、申し訳ないんですが。  

 

田村委員  

ありがとうございます。  

 

森教育長  

はい、よろしいですか。はい、それでは、教科書採択にかかる協議

に入りますので、調査員代表、ありがとうございました。  

 

はい、それでは教科書採択について御意見をお願いします。  

 



富田委員  

最初にその教員の経験値の差みたいなところの話もされてましたけ

ども、今、児童生徒の経験値もかなり幅があるというふうなことなの

で、そこを考えても基本ということに力点を置いたようなシンプルな

ものの方が良いのかなって思います。ですので、御提案の説明にあっ

たように東京書籍の方でいいんじゃないのかなと思います。  

 

森教育長  

はい、よろしいですか。はい、それでは東京書籍の「新編新しい書

写」を令和６年度使用小学校用の教科書として採択することに決定し

てよろしいですか。  

 

委員  

 はい。  

 

森教育長  

はい、それでは、津市教育委員会として東京書籍の「新編新しい書

写」を令和６年度使用小学校用の教科書として採択することに決定を

いたします。  

では、続きまして、社会、地図につきましてお願いします。  

 

【社会・地図】  

 

森教育長  

おはようございます。社会科、地図ですね、採択候補の報告お願い

します。  

 

調査員代表  

 はい、お願いします。様式２を御覧下さい。  

東京書籍、教育出版、日本文教出版の３者の見本本を学習指導要領

の趣旨に沿って精査をさせていただきました。その結果、日本文教出

版の「小学社会」の教科書が、令和６年度使用する教科書としてふさ

わしいと評価をいたしました。  

３つ大きなポイントがあるんですけども、１つめですけど、１の学



習指導要領に定める教科の目標を達成するための工夫の３つめの丸に

なります。関連動画等々のＱＲコンテンツに忠実ということで、３年

生の教科書で言いますと、９９ページ、それから、１１７ページ、５

年生の教科書でいいますと１４８ページ、それぞれ消防署、警察署、

それから自動車の生産と、なかなか画面上ではわからないんですけ

ど、ＱＲコンテンツを利用することによって流れがより子どもたちは

よくわかるということになっています。子どもたちが自主的に学ぶこ

とができるということと、教師が授業に必要な資料の準備をすること

が容易であると、社会科という教科の特性から、今までどうしても教

科書を教えがちであったものが、教科書で教えるという方向に、いけ

るんじゃないかなと感じました。  

それから２つめのポイントです。同じく１の項の６つめです。３年

生の教科書になります。ほぼほぼ最後１５６ページ、１５７ページ。

３年生で初めて社会科を扱うんですけど、ここに本市が掲載されてお

ります。「津市のだれもがでかけやすいまちづくり」ということで、

これは今年度の改訂から、取り上げられましたので、実際に本市の児

童が、その場に行ってみることができるし、学習対象をより身近に感

じられることから、意欲的・主体的な探究につながると期待できま

す。全国版に津市が取り上げられているのは、大きいかなと感じてお

ります。  

最後に、ポイントの３つめ。これはその他の項目の一番下になりま

す。６年生の教科書でいいますと、２２５ページ。２２７ページ。こ

こには、新型コロナウイルス感染症のこととか、それからロシア軍に

よるウクライナの侵攻のこと、未だに解決をみない今日的な課題です

けれども、子どもたちに色々な疑問や投げかけができるというふうに

考えます。ここから社会的な見方をより一層高められるのではないか

と感じております。社会科については、大きなポイントとしては、そ

の３つでございます。  

 では、地図です。  

 地図については、東京書籍と帝国書院の２者の見本本となります。

選定案としてお示しさせていただいたのが、帝国書院の「楽しく学ぶ

小学生の地図帳」ということになります。  

地図につきましては、２つ大きなポイントがあるんですが、１つめ



のポイントとしましては、１番の１つめ、「江戸時代の結びつき」と

いうことで、５５ページ、５６ページを御覧ください。主に６年生で

ここは扱う教材ではありますけれども、地図でもありながら、歴史学

習との関連をはかる、これは学習指導要領に、地理的環境に関わる事

象であっても時間の経過に着目することという大事な項目がありま

す。特に中学校につなげる時に、静態地誌的な考えと動態地誌的な考

え、静態地誌的な考えというのは、それぞれ地域の地形とか気候、産

業、人口、交通といった各項目の学習から地域の特色を発見する学習

なんですけれども、それよりは、今現在求められている力をつけるた

めには、地域の特色、「なんでここは人口が多いんだろう」「なんでこ

こは農業が発達しているのだろう」そういう特徴を取り出して、じゃ

あそれがどう成立するかという多面的に考察する為にも、こういった

地図でもありながら  歴史的要素が入っている、こういうところがポ

イントになるのかなというふうに考えています。  

それから、もう１つのポイントですけれども、これは使用上の便宜

の１つめになります。先程から言わせていただいておりますけれど

も、地図帳を利用するというのは、３年生で初めてでございます。で

すので、１ぺージから３０ページにつきましては、３年生向けに３年

生の学習ということで特に取り出して記載がありますので、それがい

いなと思ったところ、それから２１ページから３０ページにつきまし

ては、１６０万分の１の日本地図の各地方別が記載されていまして、

名産品だとか、観光地など、大きなイラストで掲載されているという

ことです。道路とか地図などが、非常に見やすくなっているかなと思

っています。広く見渡す地図としての価値は高いかなと思っておりま

す。こういったところで社会科に関心を持って地図に親しむというこ

とができるという評価をこの帝国書院の方でさせていただきました。

地図については以上です。  

 

森教育長  

はい、ありがとうございました。ただ今の報告につきまして、まず

は、社会科の方から、御質問はいかがでしょうか。  

 

西口委員  



２点質問させて下さい。社会科なんですけれども、日文の教科書の

方がＩＣＴの活用がよくなされているという御説明がありましたけれ

ども、東京書籍は他の教科書を見ても、ものすごくＩＣＴがあったん

ですけど、そこへの評価というのが書かれていないもので、そこの部

分についてどう調査されたのかというのが１点と、もう１点は、日文

の方がすごく三重県のことが鈴鹿市にしても、四日市公害にしてもた

くさん出ていますけれども、他の教科書では、三重県の扱いがどうだ

ったのかという、その２点をお願いします。  

 

調査員代表  

様式１の方に、載せさせていただいた部分を御覧いただければと思

います。まず１点目のＩＣＴに関わる部分ですけれども、これでいき

ますと、今言われたように東京書籍の方は、実際に御覧いただくとい

いんですけども、４年生の「私たちの県」３１ページです。おっしゃ

られるように、ここには、東京書籍の方はコンピュータを使って、県

の特色をまとめるという活動。それから、これは社会科的には大きい

なということもありましたが、５年生の教科書１０６ページ上です。

１０６ページ、１０７ページ。ここにも水産業が盛んな地域というこ

とでプレゼンテーションソフトを使って、まとめの活動が示されてい

ます。ただ、実際に日本文教出版の場合は、動画それからそれの解

説、そしてそれに伴うワークシート、そこまで準備をされておりまし

たので、１つのＱＲコンテンツから掘り下げていきますと、非常に学

習がし易いということがありました。三重県は、四日市ぜんそく等々

は、ほぼほぼ掲載があるんですけれども、教育出版の方ですが、５年

生の教科書２１０ページ、そこに熊野川、新宮川の氾濫というのが載

っております。それから、同じく５年生で、２３８ページ、そこに四

日市ぜんそく、それから６年生の教科書１６３ページ、ここには新し

い文化と学問ということで、松阪市の本居宣長が取り上げられており

ます。続いて東書においては、本居宣長は、９６ページ。６年生の歴

史本で、９６ページに本居宣長。四日市ぜんそくもありましたが、何

ページかどうか。  

 

西口委員  



１１５ページ。  

 

調査員代表  

１１５ページ。ありがとうございます。１１５ページにありまし

た。以上になります。  

 

森教育長  

よろしいですか。では、はい。  

 

富田委員  

デジタルコンテンツの話なんですけど、特にこう私たちのくらしみ

たいなところで、それを理解するには非常にコンテンツの充実が大事

かなと思うんです。実際のところ学校現場では、ＮＨＫ  ｆｏｒ  Ｓｃ

ｈｏｏｌとかの教材の方がすごくできが良くて、そっちを使うことの

方が多いとかそういうことはあるんでしょうか。  

 

調査員代表  

教師が一斉授業で使う時には、ＮＨＫ  ｆｏｒ  Ｓｃｈｏｏｌを使う

場合も多いんですけれども、どちらかというとＮＨＫ  ｆｏｒ  Ｓｃｈ

ｏｏｌは、自分が授業を見ている限りでは、理科で使うことが多く

て、社会科の場合には、ＮＨＫ  ｆｏｒ  Ｓｃｈｏｏｌよりは、こちら

のＱＲコンテンツの方がより深いなという感じがします。  

 

富田委員  

ありがとうございます。  

 

森教育長  

他、いかがですか。はい。  

 

山口委員  

教科書を使っている中で、基本的に授業内で全部片づけられている

のですか。  

 



調査員代表  

自分らが現役の時は、教科書に掲載されていないことまで、教員が

話をしました。今の先生方は見開き１ページを１時間で終えるように

きちんと授業時数内に、ほぼほぼやっていく方が多いと思います。  

 

山口委員  

それで社会の面白さをきちんと伝えられますか。  

 

調査員代表  

ここぞという時には、やっぱり時間をかける時もあると思うんです

けど、満遍なくと言いますか、中学校でも、また学びますので、小学

校はどちらかというと社会というものに関心を持ってという意味で、

より身近なところについては時間をかけてやっていくと思います。  

 

山口委員  

ありがとうございます。  

 

田村委員  

すみません。その他のところの調査報告書、非常にデリケートな領

土問題とか、それでもしっかり子どもたちに教えていかなければなら

ないこともあると思うんですけれども、各者、結構しっかりと内容に

ついての配慮というのは調査されたのが、この記述のボリュームを見

ても、伝わってくるんですけども、唯一この御提案の日文だけが、二

重丸になっているというポイントが先ほど様式２の最後の方にありま

したように、そういうところで若干差がついたという理解でよろしい

んでしょうか。  

 

調査員代表  

そうなんです。先程言わせていただいた、教育的な課題、現在起こ

っていることを取り上げているのが日文だけだったものですから。言

われるように領土問題だとかそういうふうなところは今までもありま

すし、学習指導要領でも教えなければいけない項目に取り上げられて

いるんですけども、今日的な課題がはっきり書かれていたのは、ここ



が一番大きかったです。  

 

田村委員  

ありがとうございます。  

 

森教育長  

それでは、地図帳の方にいってよろしいですか。  

 

田村委員  

よろしいですか。単純にですね、御提案いただいているもの、ペー

ジ数ずいぶんこっちの方が多いですよね。持った感じ、そんな大した

事ないのか、私少し重く感じます。そのページ数が多い分というのは

どういう点で差が出るんでしょうか。  

 

調査員代表  

先程も言いましたように、一番多いのは、３年生の学習の頭の部分

と１６０万分の１の地図、これは大きいです。  

 

田村委員  

これが最大の。  

 

調査員代表  

はい。差がつくし、あとは、大きくはそんなに変わりません。  

 

田村委員  

はい。わかりました。  

３０ページ近くも、違う割にはそんなに重みも、わからないんです

よね。紙質ですか。  

 

調査員代表  

いい紙、紙質が。  

 

森教育長  



よろしいか。はい、それでは、ありがとうございました。  

はい、それでは、採択に入ります。教科書の採択について御意見お

願いします。  

 

田村委員  

 総合的に見て、ということで、御提案通りでよろしいかと思いま

す。  

 

森教育長  

はい。  

 

西口委員  

日文の方がやはり、より身近に子どもたちが社会の仕組みを学んで

いくという点から、地域の教材がたくさん載っているということは好

ましいことかなと思うので日文でいいと思います。  

 

森教育長  

はい、地図はどうですか。すごいな。これ。よろしいですか。  

 

西口委員  

帝国書院で、特にですね、これ、３年生から、３、４、５、６の４

年間使うんですよ。それが帝国書院の裏にきちんとこの教科書は３年

生でって６年生までの４年間ということも書いてあるので、いいかな

と思います。  

 

富田委員  

はい。キエフがキーウになったこととかの理由とか、そんなの書か

れてたりとかするんですね。  

 

森教育長  

これ、キーウになっていますか。  

 

森教育長  



はい、よろしいですか。それでは、社会につきましては、日文の

「小学社会」を、地図は帝国書院の「楽しく学ぶ小学生の地図帳」を

令和６年度使用小学校用の教科書として採択することに決定してよろ

しいですか。  

 

委員  

はい。  

 

森教育長  

それでは、津市教育委員会として社会は、日本文芸出版の「小学社

会」を、地図は、帝国書院の「楽しく学ぶ  小学生の地図帳」を令和

６年度使用小学校用の教科書として採択することに決定をいたしま

す。  

ここで１０分間の休憩をとります。  

 

【生活】  

 

森教育長  

それでは、再開をいたします。生活について御協議をお願いしま

す。調査員代表、よろしくお願いします。  

 

調査員代表  

どうぞよろしくお願いいたします。座って失礼します。  

では、今回、６者の教科書見本本を調査した結果、啓林館「わくわ

くせいかつ上」「いきいきせいかつ下」が、令和６年度使用する教科

書としてふさわしいと評価をさせていただきました。調査の観点は

「学習指導要領に定める生活科の目標を達成するための工夫がされて

いるか」ということですが、その他「使用上の便宜」とか「今日的課

題への配慮」等も含めた選定理由を、今から説明をさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。  

まず、１つめ「学習指導要領に定める生活科の目標を達成するため

の工夫」に関することで７つポイントを説明させていただきます。生

活科の目標は、「具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる



見方や考え方を生かし、自立し生活を豊かにしていくための資質・能

力を育成すること」とあります。身近な人々、社会や自然に自ら働き

かけ、それぞれの特徴や良さ、それらの関わりに気づくこと、また、

考え、表現し、学習後は、自身の生活を豊かにしようとする態度を養

うことが求められています。  

この啓林館の教科書なんですけれども、まずめくっていただいて、

それぞれの単元のところに、例えば、４ページ、わくわくというのが

この左の見出しのところにあります。これが単元の導入として扱われ

ている部分。そしてめくっていただきますといきいき、ピンク色にな

ってるんですけどこれが主活動になる部分、そしてさらにめくってい

ただいて今度は水色ですね、ぐんぐん、これは振り返りの活動という

ことで分かりやすく３段階で構成されています。これは活動が発展す

るよう工夫されているということが特徴として挙げられるところで

す。それからそれぞれの単元の部分の右下のところに、例えばめくり

言葉と呼ばれる部分があるんですけれども、例えば 7 ページの子の右

下「もっとお話ししたいな」で次のページへ進むという感じで、めく

り言葉があります。これは子どもが気づいて次の活動への思いを巡ら

す、深い学びが実現するようにということで工夫されているところで

す。  

次に２つめです。言葉・絵・動作・劇化・ＩＣＴの活用などの多様

な表現活動や言語活動が段階的に設定されており、思考を深め、豊か

な表現力が身につくよう配慮されている。そういうことについてで

す。同じく上の１２ページ、１３ページを御覧ください。学校の秘密

を紹介しようという小単元なんですけれども、入学後の早い段階で 1

人 1 台端末を使って写真を見せあっているところ、そして、それを発

表に生かしたりするというような様子が載っております。同じく６０

ページ、６１ページ、こちらも御覧になっていただけますか。６０ペ

ージ、６１ページの仲良くなれたことを紹介しようという部分なんで

すけれども、ここでは文章で紹介、作文の力をつけるため国語科、そ

して動いて紹介体育館それから絵で紹介、図画工作科など、他教科と

の関連が示されております。まあ多様な表現力豊かな表現力が身につ

くように配慮されているという部分です。また１２４ページ、ちょっ

と先になるんですけど、１２４ページを御覧になっていただけますで



しょうか。ここには改めてまとめよう伝えようというところがありま

すけれども、ここでは伝える内容を伝える相手に合わせて表現方法を

自己決定できるようにまとめ方や伝え方の例が示されています。子ど

もが自分らしさを表現するということが期待できるのではないかと考

えます。  

では、３つめです。ＩＣＴを活用した学習活動の充実を図るための

工夫として先ほども御紹介いたしましたけれども、第 1 学年の早い段

階から 1 人 1 台端末の活用例が生活科の特質で「見る・聞く・触れ

る・作る・探す・育てる・遊ぶ」などに配慮させながら示されていま

す。また、二次元コードが各単元に掲載されていまして、学習の助け

になる教材のコンテンツ、学びウェブとか電子ブック形式の図鑑のデ

ジタル探検ブックというものが利用できるようになっております。  

４つめです。振り返りを表現する場面が適切に設定されています。

何度もめくっていただいて、申し訳ありませんが、上巻１３ページを

お願いいたします。１３ページの「できるかなできたかな」というと

ころ、これもそれぞれの単元の振り返りであるぐんぐんページには示

されているのですけれども、ここでは自らの成長や学びの深まりを実

感できるように工夫をされているというところです。  

５つめのポイントです。これも４８ページのこれは楽しい夏休みと

いう部分なんですけれども、「お家でもっと生活科」というところが

あります。それから次のページ、５０ページの「びっくりずかんＬＩ

ＶＥ」というところ。これは家庭でも生活科の学習につながる活動に

取り組めるように学習活動の例やワークシート等が載っております。

この二次元コードの部分をタップしていただくと夏休みに家でチャレ

ンジができるようなワークシートがあります。発展的な学習として掲

載されています。学びに向かう力や人間性等に関する生活科の目標に

位置づいている実生活や実社会との関わりの大切さや意欲や自信を持

って学んだり生活をさらに豊かにしようとしたりする態度を養うこと

に有効かなと考えます。  

最後、６つめと７つめのポイントを合わせて紹介させていただきま

す。幼児期から中学年までの接続に関することです。上巻の巻頭を御

覧いただけますでしょうか。「学校大好き 1 年生スタートブック」と

いうところで、ここにはスタートカリキュラムに関わる単元を設定



し、児童が安心して学校生活を進められるように配慮されておりま

す。令和６年度より津市において架け橋カリキュラムが実施されるに

あたり、これは大変参考になるページかと思います。２ページ、「入

学前はどんなことをしたかな」というところ、入学したばかりの児童

も幼児期の部分、幼稚園や保育園、こども園で体験したことを思い出

しやすいページになっておりますし、教師もそこを意識しながら子ど

もたちに指導することができると思います。そして、さらにスタート

ブック３ページの「保護者の皆様へ」という部分があります。この二

次元コードもタップしていただきますと、「保護者の皆様、先生方

へ」というスライドが表示されて幼児期の終わりまでに育って欲しい

１０の姿を確認することができます。次なんですけども、今度は下巻

に移らせてもらいます。下巻の巻末の部分、同じようなちょっと小さ

いサイズになっているんですけれども、ここには、３年生へのステッ

プブック～みらいにむかって～という提示があります。ここは将来の

夢に関する期待や希望が持てるように工夫されています。また他教科

マークがついてるんですけれども、どの教科と関連しているのかとい

うことを示して、中学年以降の教科の見方や考え方につながる学習活

動が具体的に示されております。ですので、上下１年生２年生で学習

する教科書ではあるのですけれども、幼児期の教育を思い出す部分、

そして３年生に繋がる部分ということで、幼児期から中学年までの接

続に関することが十分入っているのではないかと思います。以上「学

習指導要領に定める生活科の目標を達成するための工夫」に関するこ

とについての説明を終わらせていただきます。  

続きまして、２番の使用上の便宜について御説明させていただきま

す。先ほどから教科書持っていただいてわかるかと思うんですけど

も、他の教科書会社より一回り小さいサイズが低学年にとっては手に

なじみやすく、そして軽いことが特徴になっております。また、目次

が学習内容と並列して項目別に分かれているので確認が容易であるこ

と。そして、ページをずっと見ていただくとおわかりかと思います

が、人権や福祉、ジェンダー、多様な学習環境等を考慮した写真やイ

ラストが採用されており、誰もが住みやすい社会を目指す意識や、家

庭での役割分担、社会進出における性別差を固定化しないというよう

な態度が自然に身につくように工夫されています。  



最後に、「教師の支援の見える化」を重要視し、単元計画、授業の

イメージ、具体的な支援等が分かりやすくなっていること、これは生

活科を専門としない教員や、教職経験や低学年担当が少ない教員など

も含むだれもが、生活科の深い学びをイメージできるものということ

になっています。  

以上、簡単ですけれども、報告を終わらせていただきます。ありが

とうございました。  

 

森教育長  

はい、ありがとうございました。ただいまの報告につきまして、御

質問、御意見お願いいたします。  

 

富田委員  

啓林館ということなんですけども、この啓林館との対抗馬になって

いる出版社とそれと比較した時にどこが、どう違うというのをお知ら

せください。以上です。  

 

調査員代表  

よろしいですか。はい。対抗馬となっているのは、東京書籍「新し

い生活」です。こちらもいいなというふうに思っておったんですけれ

ども、例えばですね、他教科との関連の部分ですけれども、他教科と

の関連の部分はこちらの「新しい生活」は下にしか登場しません。下

のページの１５ページ「話をつなごう  つながる国語」という感じ

で、他教科との関連のところで見ますと早い段階からは出ていないと

いうことで、やはり啓林館の方がいいなと思いました。それからもう

一つ重要視されているのは、このスタートカリキュラムの部分を比べ

てもらったらわかるのですけれども、こちらは幼児期の部分もしっか

り載っています。これは啓林の方ですね。先ほども言わせていただい

たとおり、幼児期について子どももしっかり思い出せる。そして接

続、教員も入学前にどんなことしたかなというふうな問いかけから、

子どもたちの学びも深い学びに進められるということですが、こちら

の東京書籍の方はもう、１ページめくったらもう、すぐに「学校の 1

日」ということで、今までの小学校１年生の教員が生活科を進めてい



た従前のような取組からのスタートみたいな感じになってしまいが

ち、そこへ陥りがちなんじゃないでしょうかということで、啓林の方

を私たちは選定というようにさせていただきました。以上です。あり

がとうございます。  

 

森教育長  

他、いかがですか。  

 

田村委員  

すみません。先ほどの説明、このＡ３の方が触れられなかったんで

すが。  

 

事務局（斎藤指導主事）  

担当指導主事から少し補足させていただきます。今回、教科書を調

査していただくにあたりまして、この令和４年度から始まっておりま

す津市架け橋プログラムにおいて、お手元にあるのは津市架け橋カリ

キュラム案なんですが、令和４年度末に津市の架け橋期のカリキュラ

ム案として策定させていただいてます。これ左側が５歳児のもので、

右側が小学校１年生のカリキュラムになっているんですけども、この

右側を御覧いただきたいんですけれども、津市としては生活科を中心

とした学びということで生活科を中心としたカリキュラムを作らせて

いただいています。先ほど調査員代表の方からも話がありましたけれ

ども、他教科と関連した部分についても啓林館については早い段階か

ら教員が意識しやすくなっています。この津市架け橋カリキュラム案

では生活科を中心ということで生活科は幼児教育と小学校教育をつな

ぐもの、そして他教科、国語や算数ともつなぐものとして、他教科に

もつながるということで作らせていただきましたので、調査員の方々

に調査してもらう中で、やはりこの啓林館の教科書が学校の先生たち

にとってもこの架け橋期カリキュラムの作成ということで進めてもら

うんですけれども意識しやすくてまた参考にしやすい教科書というこ

とで調査いただいております。  

 

森教育長  



よろしいですか。  

 

田村委員  

そうすると先ほどからしっかり説明いただいたんですけども、いわ

ゆる幼児期、保育園、幼稚園、こども園から小学校への接続のことで

津市が取り組んでいる架け橋カリキュラム、架け橋プログラムの小学

校低学年の核となる教科の教材としても一番これがいいというふうに

評価されたんですね。  

 

調査員代表  

はい、ありがとうございます。  

 

森教育長  

よろしいですか。  

はい、それでは、ありがとうございました。  

 

森教育長  

それでは、生活科の教科書採択について、御意見をお願いします。  

 

富田委員  

はい、先ほど、その東京書籍と比較したところの話の中で、例えば

最初にあるようなスタートカリキュラムに入るところが議論されてい

ましたけれども、ここに見られるようにやはりこの幼児期の経験とい

うことをまず踏まえて、そこについて子どもたちに「いろんなことを

経験していきたいな」ということを問いかけるところが備わっている

というのは、やはりいいところというかね。他にも見られて、例え

ば、啓林館の上巻の２０ページですね。「わたしの花を育てよう」と

いうところなんですけども、東京書籍の場合ですと、「花を咲かせよ

う」２６ページですね。東京書籍の場合も、ちょっと保育園の時は

「みんなで花を育てたよ」というふうなこういう写真と共に言葉が添

えられているんですけども、明確に問いかけになっているのは啓林館

の方で。「花を育てたことはあるかな」というふうな問いから始まっ

て、そこから「いろんな花を育てたいと思った」というふうに、子ど



もたちが経験したことを踏まえてやってみたいというような気持ちを

掻き立てる話になっているので、展開というところが啓林館は基本的

に重視されているのかなと思います。それからその後ですね、「わく

わく」とか「いきいき」「ぐんぐん」というそのあたりも子どもたち

が身近な生活や環境を通して、膨らませていくような。主観的な感情

や、そこから経験したことをただやりっぱなしじゃなくて、自覚的な

学びへとつなげていくような、そういう最終的な仕掛けへとつながっ

ていく展開も含めて、啓林館がいいのかなと思いました。ただ、この

辺の微妙な、作りにどれだけこう伝える側が敏感に受け止めてやるか

というところが問題で、こう書いてあるけど、今日はなんか作るから

ねといきなりやってしまうのはね。「わくわく」「いきいき」「ぐんぐ

ん」という言葉も、いかにも幼児教育的な言い回し、というところに

どれだけ気づいて、そこを重視してもらっているかというところが、

今後、教科書の使い方としては大事なところかなと思っています。  

 

森教育長  

ありがとうございます。とても貴重な御意見やと思います。架け橋

プログラムの中での、いろいろなワーキングの話、今は具体的な子ど

もの姿を前にして、話し合いをしていますけど、今、言われた、例え

ば小学校の場で、教科書、例えばこう持った時に、こういう教科書の

ことにも触れながら、どんなふうにこれを使っていくのということ。

というのも、それを幼稚園の先生もそう、幼稚園、保育園、小、こど

も園の先生方にそういうことを知ってもらう。同じ教科書を使ってい

るので、知ってもらうなんてすごく大事な事なんで、ちょっと意図的

にそこはつないでいかなあかんなというふうに思いますので、せっか

く教科書にこういうことが載っていても、スルーしていけば、何にも

ならないと、何も言わなかったらそうだと思います。きっと、今まで

通りのなんか朝顔セット買ってきて、はい、育ちましたみたいな、そ

んなことまだやりかねないと思うので、そのあたりも含めて、教科書

にもそういった工夫があるんだよと、大事になっていくかな。  

 

富田委員  

各園にも生活科のこの教科書を配布するとかって。確認です。  



 

西口委員  

なんかこの、上だけでもいいですね。上だけのもので配布するとい

いかなと気が私もします。  

 

事務局（伊藤主幹）  

これまではないんですが、例えばそういう幼稚園やこども園、保育

園の先生方の研修会で取り扱うということは今後必要かなというふう

に思います。それは、できると思いますので。  

 

西口委員  

小学校の先生にも、その幼稚園、中学生の経験を基にしてください

ねということの研修も大事かなと思います。  

 

富田委員  

ちなみに、小学校に幼稚園教育要領とか、保育所保育指針はないで

すよね。それも必要かもしれません。  

 

山口委員  

教科書をお渡しすることすらできないんですね。幼稚園に。  

 

森教育長  

いや違う、予算の関係で。  

 

西口委員  

これはね、これは国からの無償ですから、だからもし市内の幼稚園

に渡そうと思うと、津市で予算立てしなければならない。  

 

事務局（伊藤理事）  

教科書は、子どもたちは無償なんですけれども、先生たちの教師用

というのは教育委員会の方で予算を取って配布させていただいており

ます。基本としては学級数というふうな形で配布させていただいてお

るんですけれども、学級がこう減ってきておりますので、その分予算



の調整を毎年こうしている状況があるんですけども、今回のこの御意

見も参考にさせていただいて幼稚園への配付、幼稚園数も多くありま

せんし、配付ということもちょっと視野に入れながら来年度の予算に

ついて今ちょうど考える時期でもありますので、少し全ての教科でな

くても生活科はすごく大事だと思いますので、そのあたり架け橋との

繋がりでちょっと予算も考えていきたいと思います。ありがとうござ

います。  

 

森教育長  

それではよろしいですか。  

はい、啓林館の「わくわく生活、いきいき生活」を令和６年度使用

小学校用の教科書として採択することに決定してよろしいですか。  

 

委員  

 はい。  

 

森教育長  

それでは津市教育委員会として、啓林館の「わくわく生活、いきい

き生活」を令和６年度使用小学校用の教科書として採択することに決

定をいたします。  

続きまして音楽について協議を行います。   

 

【音楽】  

森教育長  

 はい、それでは、調査員代表、よろしくお願いします。  

 

調査員代表  

よろしくお願いします。  

 

森教育長  

報告よろしくお願いします。  

  

調査員代表  



よろしくお願いいたします。令和６年度使用小学校用音楽科用図書

調査の報告をさせていただきます。  

２者の見本本を調査検討した結果、教育出版の「小学音楽音楽のお

くりもの」が、令和６年度使用する教科書としてふさわしいと評価さ

せていただきました。２つの観点についてその主な理由をいくつかに

絞って説明させていただきます。１つめの観点である、学習指導要領

に定める教科の目標を達成するための工夫として８つ挙げさせていた

だきました。その中で主な理由４点を説明させていただきます。  

まず、１つめの丸についてです。３年生の教科書２６、２７ページ

を御覧ください。全学年、見開きの左上に「学習のねらい」が示され

ています。また、右上には方位磁針のマークで示された「まなびナ

ビ」で、学びの進め方のヒントが示されています。さらに中学年・高

学年では、「学び合う音楽」として、このように具体的な学び方の例

を示すことにより、子どもたちが見通しをもって主体的に学んだり、

学習を深めたりできるように配慮されています。  

続いて、３つめの丸についてです。３年生教科書２８、２９ページ

を御覧ください。音楽づくりの活動を、「音楽のスケッチ」という名

前で掲載し、例えば、いろいろな声で「ヤッホー」といって、その声

をグループでよびかけっこしたり、まねたり、重ねたりして音楽をつ

くりあげたり、さらに、６０、６１ページを御覧ください。自分の選

んだ楽器で音をつくり、友だちがつくった音とつなげて演奏したりし

て、自分の思いや考えを出し合いながら、対話的、協働的な学びがで

きるように、構成されています。また、１年生の教科書５８、５９ペ

ージを御覧ください。１年生の音楽づくりの活動では、星座から音を

イメージさせ、星座の音をつないで音楽をつくっていくという、子ど

もたちの興味・関心を生かし、「星の音楽をつくりたい」という自主

的な学習を促すための工夫がされています。また、はじめの音を和音

から選べるので、だれが作っても無理なく旋律が作れます。さらに、

友だちとつなげて演奏することで、みんなで作り上げた達成感を味わ

うことができます。  

 続いて、７つめの丸についてです。３年生の教科書４０、４１ペー

ジを御覧ください。歌唱共通教材を含む「にっぽんのうた  みんなの

うた」コーナーでは、見開きや折り込みの紙面に、歌詞から想像され



る季節感や情景を捉えることのできる、歌詞に忠実な写真が掲載され

ています。イメージを広げ、歌ってみたいという、子どもたちの興味

関心を高めるための工夫が見られます。４年生、５年生、６年生の教

科書の１０ページ、１１ページにも、４年生は「さくらさくら」、そ

れから５年生１０ページ、１１ページには、「こいのぼり」、そして６

年生「朧月夜よ」このように美しい写真と歌詞が掲載されています。  

最後に、８つめの丸については、全学年に後ろの曲集コーナーに

「 S h o r t  T i m e  L e a r n i n g」を設けて、英語の歌を取りあげること

で、外国語科・外国語活動との関連を図っています。また、２年生で

は算数科の「九九」の歌、３年生では「単位」を歌にした曲を掲載す

ることで、歌を通して、他教科と親しむことができるように工夫され

ています。さらに５年生「いろいろな声で音楽をつくろう」では、作

家の草野心平の「ゆき」という詩を教材にして「しんしん」という言

葉から、想像を膨らませで音楽を作る活動が掲載され、国語科との関

連が図られています。  

 次に、２つめの観点である  使用上の便宜について、４つ挙げさせ

ていただきました。その中で主な理由を３点説明させていただきま

す。  

 １つめの丸については、１年生教科書４、５ページを御覧くださ

い。１年生の導入では、幼児期に経験したと思われる歌が掲載されて

います。イラストから知っている歌を思い出して、友だちといっしょ

に歌う活動から入っています。次のページからの「うたってうごいて

みんなでおんがく」という題材では、「わらべ歌」や、歌いながら動

いたり遊んだりする歌が掲載されて、スタートカリキュラムに適した

教材がたくさん配置されています。  

３つめの丸については、文字とイラスト、写真のバランスが適切な

分量で、情報が整理されているため子どもたちに分かりやすく、ま

た、配色やレイアウト、文字が誰もが見やすく読みやすい、色覚や視

覚についての配慮がされています。  

４つめの丸についてです。１年生教科書３４、３５ページを御覧く

ださい。鍵盤ハーモニカのケースをあけて、譜面台の変わりにして教

科書を置きますと、教科書に掲載されている鍵盤ハーモニカが、実物

の楽器とぴたりと合います。また鍵盤上に階名が記されています。３



年生から学習するリコーダーでは、指の運びが、子どもの目線からの

写真で掲載されています。子どもたちにとって大変わかりやすく、楽

器の導入時における鍵盤ハーモニカやリコーダーとの出会いを大切す

るための配慮がなされています。  

 最後にこの教科書を選んだ決め手となった３つのポイントについて

述べさせていただきます。  

１つめは、音楽の楽しさや美しさにふれることができるようにとい

う、子どもたちの視点を最も大切にしていること。  

２つめは、様々な教員が音楽の授業ができるようにという、指導者

の視点も大切にしていること。  

そして、３つめは、子どもたちの興味・関心を促すよう工夫され、

子どもたちが「歌いたい・演奏したい・音楽をつくりたい」というそ

ういった「学びたい」気持ちを最も大切にしていること。  

 以上の理由から、教育出版の「小学音楽音楽のおくりもの」を最も

適切な教科書であると判断いたしました。  

これで、令和６年度使用小学校用音楽科用図書調査の報告を終わり

ます。  

 

森教育長  

ありがとうございました。ただ今の報告につきまして、御質問御意

見お願いします。  

 

富田委員  

よろしいですか。  

 

森教育長  

はい。   

 

富田委員  

 これ２者になりますけれども、今おっしゃったようなところという

のは、２者比較すると、かなり大きな差がついているのか、あるいは

僅差なのかどっちなんですかね。  

 



調査員代表  

はい。大きな差まではいかないと思うんですが、教育芸術社の方も

よく似たところに力を入れられているんですが、やはりこう大きな違

いというのは、ここにも挙げさせていただいているように、教育芸術

社の方は５名の作曲家の方や、それからリコーダーの演奏家、合唱の

指揮者などそういった方が編集に携わっているということで、すごく

こう音楽の世界を伝えたいと、そういった熱意が伝わってくる訳なん

ですが、教育出版の方は、やはり子ども達の目線を非常に大事にされ

ているなという、なんかそこら辺が、大きな違いであるかなというふ

うに私たちが調査をさせていただいたところです。  

 

富田委員  

先程おっしゃっていただいた、鍵盤ハーモニカのことについては、

まさに、ぱっと見た時に、子どもの心にどのように語りかけるかとい

うところを、常に意識されていて  非常に納得がいきました。ありが

とうございます。  

 

調査員代表長  

 ありがとうございます。  

 

森教育長  

はい、どうぞ。  

 

山口委員  

「音楽のおくりもの」の鑑賞というところは、実際にしているんで

すか。授業の中で。  

 

調査員代表  

そうですね。はい。  

 

山口委員  

 それはＱＲコードとか、そういうものではなく。  

 



調査員代表  

そうですね。ＱＲコードは、どちらかというと、自分で聞いて、勉

強した後にもう１回聞くとか、そういったところで使ってもらえるよ

うなもので、鑑賞については、授業の中で、はい。  

 

山口委員  

鑑賞は必ず、学校でしていらっしゃるということですね。  

 

森教育長  

本当に、共通教材以外は、本当に出版社の、まさに選ばれている

方々の考え方なんですね。全然違いますよね。共通教材は一緒なんで

すけど、それ以外は、全然違うなと。  

 

調査員代表  

はい。  

 

森教育長  

それだけですけど。特に音楽は思いますね。  

 

西口委員  

いいですか。教育芸術出版社は、けっこう長い歴史を持ちながら、

やはり旧態依然としたところがあるかなと。教育出版は、写真でここ

は大事というのを伝えているということがよくわかりました。  

 

森教育長  

よろしいですね。それでは、ありがとうございました。  

 

調査員代表  

ありがとうございました。失礼いたします。  

 

森教育長  

はい、それでは、教科書採択につきまして、御意見よろしくお願い

いたします。  



昔こっちやったよな。  

 

西口委員  

そう。  

 

事務局（伊藤理事）  

前回、変更になりまして、ちなみに津市以外は全部教芸です。  

 

森教育長  

あ、そうなん。  

 

事務局（伊藤理事）  

はい。今回の採択はわかりませんが。前回。  

 

森教育長  

他は、教芸。うちだけ、教育出版やったん。  

 

事務局（伊藤理事）  

そうです。  

 

森教育長  

学んでいる曲は、津市は全然違うんやな。  

 

西口委員  

色んな他の曲を学べる方がいいかなと。  

 

森教育長  

そうなんや、教芸なんや、津市以外は。  

 

事務局（伊藤理事）  

今回はわかりませんけど。  

 

田村委員  



津市は前に教芸から教出に。松阪市は逆に、教育出版から教芸に。  

 

事務局（伊藤主幹）  

前回、そうですね。  

 

田村委員  

松阪と津市が入れ替わった。  

 

事務局（伊藤理事）  

そうですね。  

 

森教育長  

なんか芸術的なそういう観点が教芸にはあると言っていたよね。子

どもの目線でというのが教育出版で。それが印象的なので、それでえ

えんちゃう。  

 

田村委員  

さっき、聞くべきやったんでしょうけど、これ鑑賞は付属のＣＤ

か、なんかついてるんですか。  

 

事務局（伊藤主幹）  

はい、ついています。  

 

山口委員  

 音符が１年生のうちからついているのは、先生のため。  

  

事務局（伊藤主幹）  

子どももします。  

 

西口委員  

教芸だと、こんなに大きくたくさん載せてくるんですけど。もった

いない。別に楽器だけでもいいような感じがする。  

 



森教育長  

はい、それでは、よろしいか。はい。教育出版「小学音楽音楽のお

くりもの」を令和６年度使用小学校用の教科書として採択することに

決定してよろしいですか。  

 

委員  

 はい。  

 

森教育長  

 それでは、津市教育委員会として、教育出版「小学音楽音楽のおく

りもの」を令和６年度使用小学校用の教科書に採択することに決定を

いたします。  

 それでは、続きまして、英語について御協議をお願いします。  

 

【英語】  

 

森教育長  

それでは、調査員代表、よろしくお願いします。  

 

調査員代表  

よろしくお願いします。  

英語は６者ありまして、６者の教科用図書見本本を調査検討した結

果、東京書籍の「ＮＥＷ  ＨＯＲＩＺＯＮ」が最も適切な教科書であ

ると判断しました。その主な理由は次の通りです。  

学習指導要領に定める教科の目標を達成するための工夫としまして

は以下の５点です。  

１点目としましては、児童の興味関心に広く訴える題材や言語活動

を通して、外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を

働かせ、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力の育成につ

ながるという工夫や、魅力的な題材やデジタルコンテンツなどを通じ

て、外国語やその背景にある文化を社会や世界、他者との関わりに着

目して捉えることができるよう工夫されているということです。例え

ば、５年生の教科書７６ページを見てください。７６ページです。Ｌ



ｅｔ’ｓ  Ｔｒｙ  1 で「行きたい場所や理由」を考え伝え合い、次に

７７ページ、Ｌｅｔ’ｓ  Ｔｒｙ２でＬｅｔ’ｓ  Ｔｒｙ１の内容に

「そこでしたいこと」なども付け加えて、たずね合うという活動のよ

うに、最初に学習したことに次のことを積み重ねて学習を深めます。

また、単元末の目標達成に向け、４技能がバランスよくあり、５年生

の教科書７３ページのような、７３ページを御覧ください。思考ツー

ルも掲載されています。この思考ツールは、６年生の教科書では３７

ページ、３７ページや７１ページなどにもあります。このように、全

体を通じて主体的・対話的で深い学びの実現が図られるよう工夫され

ています。  

２点目としましては、段階に応じた習熟が図れるよう、繰り返し聞

いたり話したりする構成になっており、各単元のＳｍａｌｌ  Ｔａｌ

ｋやＳｏｕｎｄｓ  Ａａｎｄ  Ｌｅｔｔｅｒｓを積み重ねることで、

「話す」「読む」「書く」の基礎が養われることが期待されるというこ

とです。また、ペアやグループで助け合いながら行う様々な発表活動

が設定されているので、協働的な学習を行うことができ、段階を踏ん

で言語能力や論理的思考力の育成を図ることができるよう工夫されて

います。  

 ３点目としましては、教科書や別冊の辞書の様々な箇所に二次元コ

ードがあり、多くの映像や音声などのデジタルコンテンツにアクセス

でき、興味・関心を高められるよう設定されているということです。

例えば、５年生の教科書７６ページを見てください。５年生の教科書

７６ページです。右上の二次元コードを読み取るとＵｎｉｔ７のＹｏ

ｕｒ  Ｔｕｒｎに繋がります。映像を見た後、その画面からホームへ

というところをクリックすると、全体のホーム画面に簡単にアクセス

することができます。どの二次元コードからでも、全体のホーム画面

にアクセスできるので、そこから自分の必要なユニットの映像を見る

ことができるという利点もあります。ほかにも２年間使用する別冊の

辞書には、個別最適な学びに適したデジタルコンテンツとして、日本

や世界の有名な場所やものを探して書き写したり、音声の確認をした

りすることができるデジタルマップがあるなど、デジタルコンテンツ

を活用したり、教科書のＰｌｕｓ !では別冊の辞書の二次元コードに

アクセスするとビンゴゲームができるようになっているなど、楽しみ



ながら英単語を覚えることができる工夫があります。デジタルマップ

は別冊辞書の、Ｐｉｃｔｕｒｅ  Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙです。それを

御覧下さい。２ページ、３ページ、世界のことの２ページ、３ページ

です。世界の地図。４ページ、５ページが日本地図となっていまし

て、そこから２次元コードを読み取っていくと、その場所のところに

たどり着くことができます。  

 ４点目としましては、６年生の教科書３８ページを見てください。

６年生の教科書３８ページです。そのページにはユニットのゴールが

示され、隣のページ３９ページには、学習評価の規準３観点、上のと

ころです。３観点が、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に

学習に取り組む態度」に対応した目標が明示され、該当するページで

は、それぞれの目標に対応する振り返りや自己評価をすることができ

ます。また、 U n i t ごとにゴールが示されています。各ユニット内の

４部構成においても、それぞれのめあてや振り返りが示されおり、ユ

ニット全体としては、学習の見通しをもてるスモールステップの単元

構想となっているということです。６年生の教科書３８ページ、３９

ページで「ふれる」、４０ページ、４１ページで「やってみる」、４２

ページ、４３ページで「伝える」、４４ページ、４５ページで「社会

との関わりについて考える」という単元構想により英語を用いて互い

の考えや気持ちを伝え合う言語活動を児童が自発的に行うことで、学

習内容の定着を図るという工夫があります。振り返りは４５ページの

右下のようにそれぞれのステップごとにあります。別冊の辞書、別冊

の辞書を御覧下さい。４２ページ、４３ページです。別冊の辞書４

２・４３ページに「ＣＡＮ -ＤＯの樹」があり、ゴールの姿をイメー

ジできるよう工夫されています。  

 ５点目としましては、今日的な課題が教材に多く取り入れられ、他

教科と関連した学習が行えるよう工夫されているということです。  

 使用上の便宜としましては、特別な配慮を必要とする児童などへの

配慮が多数あるということです。以上です。  

 

森教育長  

はい。ありがとうございました。ただ今の御報告を受け御質問や御

意見お願いします。  



 

富田委員  

小学校英語も道徳と同じように、教科として若いというか、まだ新

しいですけど、実際、教科書を使って小学校英語を行ってくる中で、

こういうところが特にあるといいとか、現場の声としてはどのような

ことが挙がっているのかなと、少しお話いただけたらと思います。  

 

調査員代表  

それぞれの担任が、英語を教えるということで、先生になった時に

は、そうではなかったことも  教員でおりますので、もちろん英語は

ある程度は勉強してきても教えるということに自信がないなという教

員もおります。その点に関しては、教員も研修を積み重ねていくべき

だと思っております、十分、研修はしておると思いますが、そういう

教員も安心して確実に、子どもたちに教育ができるようにしていかな

ければならないと思っているのですが、その一つとしてデジタル教科

書が大変役立つというか、必要かなと。ネイティブに、もちろん教師

がネイティブに話さなければなりません。ＡＬＴの先生も活用して伝

えなければなりません。それだけでは補えないところとかをデジタル

教科書や、デジタルコンテンツでしていくということが、必要なこと

かなと思っております。併せて、教員みんなが自信を持って英語を教

えていけるようにと思っております。  

 

富田委員  

実際に教科書には空欄、書き込む欄が多いわけですけれども、これ

全部空欄を埋める感じで授業を進めていく感じですか。   

 

調査員代表  

それは、その学校の子どもの様子だったり、省略できるところは省

略していく、省略というか、英語で書いたり、日本語で書いたり、こ

こには示されていないこともありますので、まずはその子が考える

か、ちょっと日本語でメモをするとか、あるいは、英語で書ける人は

英語で書いてみましょうとステップアップするとか、個に応じてやっ

ていく必要があるのではないかと思います。端から端まで全て埋めて



下さいというのではないのかなと思いますが、うまく活用していけば

いいなと考えております。  

 

富田委員  

巻末の絵カードなんかも地域とか教員の事情によって、使用頻度と

か使い方とか、そういった差がありますか。  

 

調査員代表  

そうですね。うまく活用すれば子どもの興味をうまくひけるかなと

思いますが、全て活用すると時間も限られているので、その子どもた

ちに必要なもの、興味を持てるもの、そういうものを選びながら進め

ていく必要があるのではないかと思います。  

 

富田委員  

他の教科に比べてもデジタルコンテンツを使用する頻度は、英語で

はかなり多いですか。  

 

調査員代表  

かなり多いと思います。必ず使用します。私も今、いろんな学年の

授業を見ておりますが、３年生から６年生の授業ですけれども、デジ

タルコンテンツを使わない日はないと思います。  

 

富田委員  

やはりそれがないと興味関心とか学習意欲というものを引き出すと

いうのはけっこう難しいというか、生活の中で必ずなくてはならない

感じですか。  

 

調査員代表  

難しいということではないと思いますが、教師のやり方によっては

引き出せるかなと思います。でも、今タブレットの学習とかそういう

のを取り入れた学習が進んでいるので、子どもたちも大変そういうこ

とに興味を持っていますから、今の子どもたちの興味にあった学習の

手法かなと思います。  



 

森教育長  

他、よろしいですか。  

中学校もＮＥＷ  ＨＯＲＩＺＯＮ。  

 

事務局（西橋指導主事）  

現在は、そうです。  

 

田村委員  

ざっと見て、他の出版社でも付属辞書みたいなのをつけてるところ

とつけていないところとあったと思うのですが、本体教材と共にこの

使い方というのも非常にうまく使うかどうかというのも変わってくる

ような気がするんですけれども、そのへんは評価においてはどのよう

にみられましたか。  

 

調査員代表  

いろいろあって、教科書の後ろにある、取れない形でね。後ろにあ

ると、子どもが見たい時に、または書き写したい時に、こうペラペラ

するので、ちょっと使いにくのではないか。それから５年生は５年生

である、６年生は６年生で辞書がついているいう教科書会社があっ

て、それはそれで良さはあるんですけど、私たちが話し合ったのは２

年間でこの小学校の間の２年間で、このことを学んできました。ここ

に語彙があります。２年間を続けて使うというところに１つ良さがあ

るのではないか、それから途中でも言いましたがデジタルコンテンツ

の量としましては、本当にこのＨＯＲＩＺＯＮが多いと思うので有意

義に使えるのではないかと思いました。  

 

田村委員  

ありがとうございます。  

 

森教育長  

よろしいですか。  

はい、ありがとうございました。  



 

調査員代表  

ありがとうございました。  

 

森教育長  

はい、それでは教科書採択について御意見をお願いします。  

 

西口委員  

東京書籍の教科書は綺麗で、書くところと学ぶところが整理されて

いて、書きやすいなという気がするので、東京書籍で良いかなと思い

ます。すっきりしている。  

 

富田委員  

英語は他の教科の教科書と比べると全体的にノリが違うというか、

どういう見方をすれば良いのか、まだ馴染めていない。優劣がなかな

かつけにくいというか。何がどう違って、何が良いのかよくわからな

いですけれども。  

 

田村委員  

英語は言葉なので、まずは、だいたい耳から覚えるんですよね。小

さいころから。だから先程おっしゃってみえたデジタルコンテンツが

すごく充実しているというのは、耳から入れていくということに関し

ても大きいんじゃないかなという気がします。  

 

富田委員  

デジタルコンテンツの重みが他の教科と比べてかなり重いという話

なので、そこを含めないと教科書の議論はできないですね。  

 

森教育長  

英語の授業を見た時に、確かに耳からもそうだし、視覚的にも大き

いよね。だから、確かに無しというのはありえない。昔は何か、絵み

たいなのでやってましたけど、今はもう本当に、臨場感もあるんです

よね。  



 

事務局（伊藤理事）  

リズム的なので、音楽というか、耳と目から聞く。  

さっきあの、調査員と話をする中で、小学校は、英語の資格を持っ

ている教員が必ずしも英語をもっているというわけではないので、

担任がするということになってるから。やっぱりどうしてもこうい

うデジタル教材、デジタル教科書を活用しながらということが多く

なってくるのかなと思います。他の教科と比べて英語のデジタル教

材は、よく考えられているなと私たちも感じますので、そのぶん、

よく使われているのかなという気はします。  

 

森教育長  

英語がスタートした時に、市長も言っていたんですが、とにかく指

導にばらつきがあっては子どもには不幸やということで、とにかく各

学校に英語の免許を持った人を、必ず入れていこうということでスタ

ートはしているんです。できたら、その教科担任制的なことができた

らいいなとは言ってるんですけど、そんなこと言っているような状況

でなくなってきたのは確か。やはり、指導とかは差がありますよね。

英語なんか全然採用試験も教職の免許に関係ない人たちがほとんどで

すので、苦手な人もたくさんいる。その人に英語を教えてもらうとい

うのは不公平。そういう話は総合教育会議でしました。だから、その

辺の配置については、できるだけそういった英語の免許を持っている

方が各学校に数人いて、その方が教科担任で持つのが望ましいと言っ

てますけど、なかなかそうはいきません。やってるとこもありますけ

ど。  

 

山口委員  

 一つお聞きしたいんですけど、英検は義務教育のなかで、基準にな

っていることはあるんですか。  

 

事務局（伊藤理事）  

中学校３年生を卒業する時に英検３級程度というのは一応掲げられ

ています。国も出るときには大体６０％くらいは３級をもっている。



津市もそれを基準にして、教育振興ビジョンの方には６０％を、今５

０％を超えるくらいですけども、津市は英検の過去問を英検の会社と

協定を結ばせていただいて、自由に使っていいというのをお願いさせ

ていただいています。中学校１年生で入った時に、英検の３級、４

級、５級を練習で過去問を使って解くということを各学校でさせても

らっています。何か受けに行っているというわけではないんですが、

それを基準にして英検５級か、４級か、３級かということを中学校の

先生が目安にさせてもらっています。  

 

山口委員  

目安になりますよね。本人も。  

 

事務局（伊藤理事）  

そうですね。  

 

森教育長  

はい、よろしいですか。はい、それでは東京書籍の「Ｎｅｗ  Ｈｏ

ｒｉｚｏｎ  Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ  Ｅｎｇｌｉｓｈ  Ｃｏｕｒｓｅ」

を令和６年度使用の小学校用の教科書として決定していいでしょう

か。  

 

森教育長  

はい、それでは、津市教育委員会として東京書籍の「Ｎｅｗ  Ｈｏ

ｒｉｚｏｎ  Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ  Ｅｎｇｌｉｓｈ  Ｃｏｕｒｓｅ」

を令和６年の使用小学校用の教科書として採択することに決定をいた

します。  

 これで議案第３３号の審議を終了します。２日間に渡りまして御審

議頂きまして本当にお疲れ様でした。ありがとうございました。  

 

 

 


